
機械工学科の教育課程の体系性と科目系統図（平成21年度以降入学者）

達 成 しようとして い る

基 本 的 な 成 果

授 業 科 目名

（必 は 必 修 科 目 、選 は 選 択 科 目 、数 字 は 単 位 数 、※ は 学 修 単 位 ）

第 1学 年 第 2 学 年 第 3 学 年 第 4 学 年 第 5 学 年

（A ）

自 らの 意 思 を 的 確 に 表

現 し行 動 で き る能 力 、

知 識 を整 理 し構 造 総 合

化 で き る能 力 ，技 術 者

倫 理 等 、 人 間 と し て の

素 養 を年 齢 の 発 達 段 階

に応 じて 修 得 す る。

i 国語 I A （必 2） i
一 国議 Ⅱ（必動

較治 経済 （竣 1）

国露 Ⅲ（必 2）

人類 愛 頓 必 2）

日本 講義 瓢 必 2） i

i 科学技術社会史（選 1日 技 術蕎 倫理（必 1）

スポー ツ教 育 Ⅱ（必 1）

i 国語 雷B 舷 2） i

i 現 代雑念 秘 2）

i

保 健依 富 雄必 2）

i 芸 術 I（必 1）

人類 喪 差（必2 ）

i 請撃 接 続黙 秘1 ） 「 ‾‾証 奈と支 砥 藻 市 「 l

スポーツ教語 喜（必 1）i 燥鰻 鯨 育 Ⅲ（必 2）

萎縮 Ⅲ（必諏 i

操億 駄薫 撒く必2 ）

（B ）

工学 基 礎 と して の 自然

科 学 系 科 目 を深 く理 解

す る。

【 基礎 数 学 I（秘 録） I 基礎 数 学 H C必 2） 蓮礎 鋸漸 継 2） 鰯 織 機 懸 灘 鰯 繭 擬
i 応 用解 析 Ⅲ（選 1※） i

i 基礎 数 単 軸 隊2） 】

「 ∴ 撃 王（必3）

i 生 物基 礎 （選 1）

微 分績 鎗撃 諦 蜜纏 う 緻 治績 玲 撃 融 麹 3）

「 ‾‾高 高市 暫 漕 手十一一‾‾i化 鴬 猷 蜂 詳　 i

物毅 郎 必 1）

醸 愁漆 熟 轟 擬 韓紺

物 理 買 必 劫

（C ）

世 界 の 多 様 な 国 ・地 域

の 歴 史 ・伝 統 ・文 化 を

理 解 す る出 力 互 い

】　 葵 諮 I（必 諏 　 糞 露 Ⅲ（秘儀） 英摺 皿 （必2 ） i 総合 英語 重鱗 会う

ド冨ヅ話 （必 2） i

総 合襲 話 遍く必 空き i

英 来演 I （必 2 ） 美文 藩 邸 毯 2浩 葵露 盤演 習 鱗 1 ）

漢 籍金 満 遜釣 ）

十一‾‾王 譲賓 藷 選 評 一丁

牛 脂 、 の

意 思 の 疎 通 が で き る実

践 的 な 英 語 能 力 を 修 得

す る。

（D ）

実 践 的 か つ 専 門 的 な 知

識 と技 術 の基 礎 とな る

専 門 基 礎 学 力 を 修 得 す

る。

i∴ 情報 処理 ：自 油 の ：∴

鰭 撥撥擬態 鱒 鰯綾 織 翻 「：∴　　　　　　　　 ∴∴∴∴∴∴∴：∴∴ ！ ェ 作機 械（選 1※ ） i

「希溶 王事 高 邁 丁嘉子「

：劃 閥 ．∵∴ ：∴∴∴∴：∴「∵∴卑 ∴1

綴 駿 鱗 類 曝 繚 綴 轢

「∴∴ 繍 料率 （必 剖 ∴∴

：接 糠加 工部 必 2勘

∴網 精工 響 子 泌 1紫 ）：

畷 騒 鰯 畿 轡 蟻 醸 網

∴ 「∴∴．∴．∴∴：∵一∴「∴∴∴∴∴∴∴

∴∴工 業 力学くせ 寸）∴∴

∴∴　　　　 「∴「∴∴∴∴ら∵∴「 ∴ 廿 禦力学 （泌 2※）∴
∴材 料 力率：∴碕 1滋子1

∴議握 ∴∴単 車 ∴∴∴∴ 十∴∴∴∴ ∴∴∴∴ ．∴∴I：∴∴

鎌 閲 駿 灘 繊 繍 鰯

∴．∴∴ 坤 ∴∴「∴「（飴を※ ∴∵∴ 灘 繊 態 蟻 鰯 緩 綴

「機 械 力学 Ⅲ（選 1 ※） i

l 制 御 工学 Ⅱ（選 1 ※）i

「盲 高 石 壬惑 逗 子妥 汁

言∴∴ ∴∴子 ∴∴∴∴∴∴※∴）∴

「∴虻 糖鎖 困∴＝ 必 2「∴

∴∴．∴∴：∴∴：∴∴∴∴ ∴∴∴．∴∴∴∴

※ 畿 態 ＼） 醜醸 醗畿 熊

∴∴　 ∴「．∵「∴∴∴∴∴．「．∵：∴∴∴i

計 測工 学（選 1※ ） i

潟 ∴l即 榔勲蝿：∴一必 1深 ，：1
i 内 燃機 関 Ⅱ（選 1※ ）i

－∴荒 涼 ∴十∴　∴∴　∴2 ∴十∴
；∴子∴∴子∴∴一∴ 「∴　　　　　　　 ∴∴∴－∴．：∴∴

「 流 体機 詠 選 1※） †

環 境 工学（選 1）

畿繰、／∞i畷 蟻 綴 蟻 撥 繚 麟 鰯 蘭 闘 態 撚 熊 襲 藤 懸懸 綴 縫 鶉 霧

（E ）

教養 教育 に よる 工学 基礎

お よび専 門基 礎 を土 台 と

し、現 象 ・動 作 を具 体的

に理解 で き る実践 的 な能

力を修 得 す る。

∴王座 実習：亘 ∴必2「 ∴ ∴ ェi∴喪 ∴∴m ∴∴∴∴∴∴∴∴

際 ※ 瀾 （1，滋 ／曝 懸 醸 ∴ ＿∴－！鯖 ．．可 ∴成 約 ：∴ 擬 駿 蘭 懸 鱗 擬 態 縫 擬 ∴工 学実 験 白め 2 潔「：

「 ‾穣赤 真 曹水 蓮 †r T

i 校 外実 習 B（選 2）

（F ）

問題 ・課 題 の解 決 の た

め の 方 法 ・手段 を 模 索

し、 実 行 で き る 能 力 を

身 に つ け る。



機械工学科の教育課程の体系性と科目系統図（平成26年度以降入学者）

達成しようとしている

基本的な成果

授 業科 目名

（必は必修科 目、選は選択科 目、数字は単位数 、※は学修単位 ）

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 第4 学年 第 5 学年

（A ）

自らの意思を的確に表

現 し行動できる能力、
知識を整理 し構造総合

化できる能力，技術者
倫理等、人間としての

素養 を年齢の発達段階

に応じて修得する。

i　　 菰Ⅲ〈 国語Ⅲ（必2）

人類受皿（必2）

日本語表現（必2 ） i

「科学技術社会史（選1）i 技術者倫理（必 1） i

スポーツ教育Ⅱ（必1）i

i 回議 IA （必2 ） l

i 回議 IB t必2 ） l 、 国聴 必2 ）

政治経灘 必1） i

人類史 I（必2）

i 現代雑套（必2 ）

i 1　　　　　　 、1 「 ‾醸 政 商 速了十 一‾i

スポ ーツ教育 I（必 1）i 擬 態棒 蕎 I （必 2）

i 芸 術 I（必 1）

保健 体育 Ⅱ（必 2）

芸 術 破く必 1〉 i

－　 1必

保 健様 畜 Ⅲ（必 2）

（B ）

i 遵 礎 艶撃 買 必4 ） l

i 墓 礎 数学 Ⅱ（必 雲丹

基 礎 隷筆 Ⅲ（必 至） 墓撥鮨 薪 継 室）
「志甫 種市 示 達 丁勅 ‾‾1

微 分積分 学 部必 4） 数 分積 分学 一曲（必靭

工 学 基 礎 と して の 自然

科 学 系 科 目を 深 く理 解

す る。

i 舵筆 I（必都

子‾一一一‾重商童 謡 遼 千丁‾‾‾‾i

Ⅲ “2　　 1 「‾‾‾扇 扇情 惑 速 了）‾‾‾‾‾‾l

灘 緩 撥 駿 藤 懸 懸 翻

　 t l i

i 物 理 I 秘 8 ） ＼物理 Ⅱ＼憾 1）

l敦 義ゼ ミナー ル（必 1月

（C ）

世 界 の 多 様 な 国 ・地 域

の 歴 史 ・伝 統 ・文 化 を

理 解 す る能 力 、 互 い の

意 思 の 疎 通 が で き る 実

践 的 な英 語 能 力 を修 得

す る。

糞議 I（必 4） 英 語 Ⅱ（必幻 襲頴 Ⅲ 綾獲 ） 総会 英 語 叛 必2 ） 総合 英語 Ⅱ（必2 ） i

i 英 文法 う買 必2 ） 襲 文法 Ⅲ （必 2） 襲諸 肌 演 習 （必 1 ）

実 話建 議 （必 1）

英語 Ⅳ （必 1）

英語 Ⅴ（必 1）

i 中 国語 （選 1） i

「 ‾‾壬 薇貢 話 題 †「 ‾‾‾l

（D ）

実 践 的 か つ 専 門 的 な 知

識 と技 術 の 基 礎 とな る

専 門 基 礎 学 力 を 修 得 す

る。

／実説 ＼（ ＼’／／騒 態 灘 縫 畿 溌毯 ∞（＼ニ／．／＼∞＼ま／鰯 蘭 撥 覿 「∴接櫨 血 ∴：∴∴∴∴し2※）∴ 「 王 花 椿 詠 遼 †高 一－‾‾1

「帝討 手事 前 遼 †嘉†「

i羅 鶉頴蟻緩藤懸 ＼撥撥鷲＼

匡 農機調 的 ∴ ∴∴∴∴∴∴ ∴

類 轡 鱗 撥 撥 ＼（＼繊 謙 i

劇 物強靭 彊∴：∴「 ，

直 言∴∴∴千手∴

∴：∴廊 ∴仁子∴∴－

∴　 ∴ ∴工学（郎 ∴．∴∴∴∴「

蟻 饗 閲 ／鰯 。熊

崖

康

「：基 軸 ！∴．∴∴∴∴∵∴千「∴

「練 龍穀龍 糞 縫（必 1㌧

∴ 高向 ∴∴」

， 、（＼／／灘 ＼窮 ＿）／劇

「機械 力学 Ⅲ（選 1※） i

綴 鰯 醸 綾 織 鶉 ＼＼縫 緩

十村 増力 掌 中的 1：※）「

闇 、翻 、（、，、懸 撥 畷 鱗 畿 ∴　　　　 ．買〉∴ －

「 音 痴壬 蔀 蓮 †嘉 子－‾‾－

慈 鎌 、欝 潔欝i

i繋 懸 擬 態蟻 欒轢 懸 熊

「輌爾 王事 面 遼 †嘉T ‾圭

，ロボット工 学（選 1※）i

：＝ 必子※）∴
∴内 燃機関 ∴∴．∴－．一∴甲 ．∴！．∴1

「内 燃機 関盲 選 1※ロ

ー ∴∴ェ学 ∴〈脇 2 ※）∴鵬 灘 鱒 ＼懸 酸 類 1、、＼犠 翻

「 流 体機 議 運 1 ※） 1

「‾‾‾高 麗王 惑 遼 †子－‾‾‾‾1

髄 繊 擬 綴 懸 綴綴 擬／尉

（E ）

教養 教 育 によ る工学 基礎

お よび 専 門基礎 を 土台 と

し、現 象 ・動作 を 具体 的

に理 解 で きる実 践 的な 能

力 を修 得す る。

溺 蘭 顎 醸 蘭 鰯 駿 灘 撥

「 －薄赤 真 吾水 蓮 千丁‾‾－1

「－一叢京 葉宮 前遠 方 ‾‾‾－1

縫 欝 欒欝 離 籍饗 翻

（F ）

問 題 ・課 題 の解 決 の た

め の 方 法 ・手 段 を模 索

し、 実 行 で き る 能 力 を

身 に つ け る。
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